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1　 は じめ に

　 学習 指導要領の 改訂に よ り、金属結晶構造 の

内容 をほ ぼ全 て の 生徒 が学習す る よ うに な っ

た。そ の た め、従来 の 暗記型 の 学習方法で な く、

本質的な理 解が で き る体験型 の 学習方法 が 必

要 とな る。そ こ で 、本研究で は金属結 晶構 造 に

つ い て 生 徒が手 に とっ て 考 え、実感を伴 っ た理

解を得 られ る教材 の 開発 と実践 を計 画 し た。

2　 金 属結 晶 モ デ ル の 開発 と実践

　本研 究 で は 、生徒 1 人 1 人 が体験 的 に 理 解の

で き る安価な 教材 の 開発 を 以 下 の 3 点 を考慮

し行 っ た。

（1 ） 原子 の 素材 の 選定

（2 ） 生徒が手 に と っ て 組み 立 て る こ と の で

　　　 き る金 属結晶格子

（3 ） 実験的に 空間充填率 を決定で き る 金 属

　　　 結晶格子

（1 ）、（2 ） に つ い て

　原子 の 素材 と し て ス
ーパ ーボー

ル に 注 目 し

た 。
ス
ーパ ー

ボ
ー

ル は、従来 の 発 泡 ス チ ロ ール

球に比 べ て 以 下の 3 つ の 利点が あ る。

1 ）安価で 大 量 に手に入 る。

2 ）丈夫で あ る。

3 ）すで に 着色 され て い る。

そ こ で 、こ れを用 い て 金 属結 晶教材 を開発 し た 。

（3 ） に つ い て

　本教材を使用 し、空 間充填 率 を実験的に 決定

す る方 法を検討 し た。実験 は、水 を用 い て 結晶

格子 内の 空隙率を計算 し、それ を 100 ％ か ら差

し引 く方 法で ある。実験 的に決定 した空 間充填

率 は 以 下 の 通 りで あ る 。

表 1 ：各単位格子 の 空 間充填率

実験 値 理 論値 相対誤 差

体心 立方格子 69 ．1％ 68％ 1．6％

面心 立方格子 73 ．7％ 74％ 0．41 ％

六 方最密格子 74．1％ 74％ 0．14％

　各単位格子 の 相対誤 差 は い ずれ も 2％ 以下 で

あ っ た。ま た、最密格子 とそれ 以外 の格子 の 違

い が有意 な差 とし て 現れ て い る。以 上 の 結果 よ

り、本教材 は、実験的に空 間充填率 を決定で き

る有用な教材で ある こ とが証 明 され た 。

図 1 ：開発 した各単 位格 子 （左 か ら体心 立 方格

子、面心 立方格子 、六 方最密格子）

　開発 し た教材 を用 い て 愛媛大 学附属 高校 2

年生 を対象に授業実 践 を行い 、実践前後 の 生徒

の 理 解度 の 変化に つ い て 調査 を行 っ た 。

3　 お わ りに

　本 研 究 で は 安価 で 実感 を伴 っ た 理解 の で き

る金属結 晶構 造 の モ デ ル の 開発 と実践を行 い 、

有用 な教材 で あ る こ と を示 し た 。 今後は 、教材

の 改良 と普及に つ い て検討する予定で ある。
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